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(57)【要約】
【課題】筐体の背面側に光源部からの光が漏れることに
起因して、柱部の先端近傍において表示部に生じる影を
抑制することが可能な表示装置を提供する。
【解決手段】この液晶テレビジョン装置１００（表示装
置）は、表示部１と、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃ
を含むリアフレーム３と、光源部６と、表示部１と光源
部６との間に配置され、光学シート８と、リアフレーム
３から光学シート８側に突出する透光性を有する支持部
９ａを含むパネルポスト９を備える。パネルポスト９は
、支持部９ａから表示部１の表示面１ａと平行方向に突
出する突出部９ｂと、突出部９ｂに設けられ、第１孔部
３ｂおよび第２孔部３ｃに係合するフック形状部９ｃお
よび凸形状部９ｄとを含み、フック形状部９ｃおよび凸
形状部９ｄと突出部９ｂとの接続部分９０ａおよび９０
ｂは、表示面１ａに直交する方向から見て、支持部９ａ
と略重ならないように配置されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　第１係合部を含み、前記表示部の表示面と異なる面側に配置される筐体と、
　光源部と、
　前記表示部と前記光源部との間に配置され、前記光源部からの光を受けて表示部側に出
射する光学部と、
　前記筐体から前記光学部側に突出する透光性を有する本体部を含む柱部を備え、
　前記柱部は、前記本体部から前記表示部の表示面と平行な方向に突出する突出部と、前
記突出部に設けられ、前記第１係合部に係合する第２係合部とを含み、
　前記第２係合部と前記突出部との接続部分は、前記表示面に直交する方向から見て、前
記本体部と略重ならないように配置されている、表示装置。
【請求項２】
　前記筐体と前記本体部との間に配置されるとともに、前記表示面に直交する方向から見
て、前記本体部と前記光学部とが接触する領域の略全域と重なるように配置され、前記光
源部からの光を反射可能に構成された反射部をさらに備える、請求項１に記載の表示装置
。
【請求項３】
　前記反射部は、前記表示面に直交する方向から見て、前記本体部全域に対して、前記本
体部と重なる領域の占める割合が８０％以上となるように配置されている、請求項２に記
載の表示装置。
【請求項４】
　前記反射部は、前記表示面に直交する方向から見て、前記本体部の略全域と重なるよう
に配置されている、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２係合部は、複数設けられており、
　複数の前記第２係合部は、少なくとも、前記本体部を挟むように前記本体部の両側に設
けられている、請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１係合部は、前記反射部を貫通して前記表示部側に突出するように形成され、
　前記第２係合部は、前記表示部の表示面と平行な方向に突出するように形成されている
、請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記反射部は、前記筐体の前記表示部側の面に沿って配置される第１反射部と、
前記筐体と前記本体部との間に配置されるとともに、前記表示面に直交する方向から見て
、前記本体部と重なるように配置される第２反射部とを含み、
　前記第２反射部は、前記第１反射部よりも高い光の反射率を有している、請求項２～４
のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置に関し、特に、光学シートを表示面と異なる面側から支持する柱
部を備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光学シートを表示面と異なる面側から支持する柱部を備えた表示装置が知られて
いる（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、表示部と、背面筐体と、光源部と、光学シートを支持する柱部と
を備えた表示装置が開示されている。背面筐体は、固定孔を有している。柱部は、背面筐
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体の固定孔に柱部を固定するための固定突起と、光学シートを表示面と異なる面側から支
持する本体部とを有している。また、柱部は、光源部から離間して配置されている。また
、本体部と、固定突起および固定孔とは、表示面に直交する方向から見て、同軸上に配置
されている。
【０００４】
　なお、柱部の先端が光学シートに接触することに起因して、表示部には、柱部の先端近
傍に影が生じやすい。そこで、上記特許文献１では、光学シートを表示面と異なる面側か
ら支持する柱部を、透光性を有する材料から形成することによって、光源部からの光が柱
部に照射されることにより影が表示部に生じるのを抑制するように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１６１７９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１の表示装置では、本体部と、固定突起および固定孔とが
、同軸上に配置されていることに起因して、本体部内の光が固定突起に容易に侵入してし
まうため、固定孔を通り、背面筐体の表示面と異なる面側に光源部からの光が漏れやすく
なるという不都合がある。その結果、柱部の先端近傍の光量が減少するため、表示部に影
が生じる場合があるという問題点がある。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、筐体の表示面と異なる面側に光源部からの光が漏れることに起因して、柱部の
先端近傍において表示部に生じる影を抑制することが可能な表示装置を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、この発明の一の局面による表示装置では、表示部と、第１
係合部を含み、表示部の表示面と異なる面側に配置される筐体と、光源部と、表示部と光
源部との間に配置され、光源部からの光を受けて表示部側に出射する光学部と、筐体から
光学部側に突出する透光性を有する本体部を含む柱部を備え、柱部は、本体部から表示部
の表示面と平行な方向に突出する突出部と、突出部に設けられ、第１係合部に係合する第
２係合部とを含み、第２係合部と突出部との接続部分は、表示面に直交する方向から見て
、本体部と略重ならないように配置されている。
【０００９】
　この発明の一の局面による表示装置では、上記のように、筐体に第１係合部を設け、柱
部に本体部と、第１係合部に係合する第２係合部とを設け、第２係合部と突出部との接続
部分が、表示面に直交する方向から見て、本体部と略重ならないように配置する。これに
より、表示面に直交する方向から見て、本体部と接続部分とが互いに重なるように配置さ
れている場合と比べて、本体部の筐体側の端部と第２係合部とが離間して配置されるので
、本体部から第２係合部に光が侵入しにくくなり、筐体からの光漏れなどを抑制すること
ができるとともに、筐体側で柱部の先端側に向けて反射される光量を増加させることがで
きる。その結果、筐体の表示面と異なる面側（背面側）に光源部からの光が漏れることに
起因して、柱部の先端近傍において表示部に生じる影を抑制することができる。
【００１０】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、筐体と本体部との間に配置される
とともに、表示面に直交する方向から見て、本体部と光学部とが接触する領域の略全域と
重なるように配置され、光源部からの光を反射可能に構成された反射部をさらに備える。
このように構成すれば、反射部が、本体部と光学部とが接触する領域の略全域と重なるよ
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うに配置されるので、反射部により、効果的に光学部側からの光を反射することができる
。
【００１１】
　この場合、好ましくは、反射部は、表示面に直交する方向から見て、本体部全域に対し
て、本体部と重なる領域の占める割合が８０％以上となる（比較的大きくなる）ように配
置されている。このように構成すれば、表示面に直交する方向から見て、本体部全域に対
して、反射部が本体部と重なる領域の占める割合が８０％以上となるので、反射部により
、より効果的に光学部側からの光を反射することができる。
【００１２】
　上記本体部全域に対して本体部と重なる反射部の領域の占める割合が８０％以上となる
ように配置される構成において、好ましくは、反射部は、表示面に直交する方向から見て
、本体部の略全域と重なるように配置されている。このように構成すれば、表示面に直交
する方向から見て、本体部全域に対して、反射部が本体部の略全域と重なるように配置さ
れているので、反射部により、一層効果的に光学部側からの光を反射することができる。
【００１３】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第２係合部は、複数設けられてお
り、複数の第２係合部は、少なくとも、本体部を挟むように本体部の両側に設けられてい
る。このように構成すれば、本体部の両側において、第２係合部が第１係合部に係合され
る（柱部が筐体に取り付けられる）ので、本体部に対して、第１係合部および第２係合部
をずらして配置した場合でも、柱部を筐体に安定した状態で取り付けることができる。
【００１４】
　上記反射部を備える構成おいて、好ましくは、第１係合部は、反射部を貫通して表示部
側に突出するように形成され、第２係合部は、表示部の表示面と平行な方向に突出するよ
うに形成されている。このように構成すれば、筐体が金属板である場合には、切り起こし
加工により第１係合部を容易に形成することができる。また、第２係合部を表示面と異な
る面側（背面側）に貫通する孔部に係合させる場合と比べて、筐体の背面側に光源部から
の光が漏れることを抑制することができるので、柱部の先端近傍において表示部に生じる
影を一層抑制することができる。
【００１５】
　上記反射部を備える構成において、好ましくは、反射部は、筐体の表示部側の面に沿っ
て配置される第１反射部と、筐体と本体部との間に配置されるとともに、表示面に直交す
る方向から見て、本体部と重なるように配置される第２反射部とを含み、第２反射部は、
第１反射部よりも高い光の反射率を有している。このように構成すれば、表示面に直交す
る方向から見て、本体部と重なるように第１反射部を配置する場合と比べて、反射率の高
い第２反射部により、より多くの光を表示部側に反射することができるので、柱部の先端
近傍において表示部に生じる影を一層抑制することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、上記のように、筐体の背面側に光源部からの光が漏れることに起因し
て、柱部の先端近傍において表示部に生じる影を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置の全体構成を示した斜視図で
ある。
【図２】本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置の分解斜視図である。
【図３】図１における９００－９００線に沿った断面図である。
【図４】図１における９１０－９１０線に沿った断面図である。
【図５】本発明の第１実施形態によるパネルポストのリアフレームへの取り付けについて
説明するための図である。
【図６】本発明の第１実施形態によるパネルポストを前方から見た図である。
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【図７】光の経路について説明するための図である。
【図８】本発明の第２実施形態によるパネルポストのリアフレームへの取り付けについて
説明するための図である。
【図９】本発明の第３実施形態によるパネルポストのリアフレームへの取り付けについて
説明するための図である。
【図１０】本発明の第１変形例によるパネルポストを前方から見た図である。
【図１１】本発明の第２変形例によるパネルポストを前方から見た図である。
【図１２】本発明の第３変形例によるパネルポストのリアフレームへの取り付けについて
説明するための図である。
【図１３】本発明の第４変形例によるパネルポストを前方から見た図である。
【図１４】本発明の第５変形例によるパネルポストの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１９】
　［第１実施形態］
　図１～図７を参照して、本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置１００の構
成について説明する。なお、液晶テレビジョン装置１００は、特許請求の範囲の「表示装
置」の一例である。
【００２０】
　（液晶テレビジョン装置の概略構成）
　本発明の第１実施形態による液晶テレビジョン装置１００は、図１に示すように、表示
部１と、前部筐体２と、リアフレーム３と、液晶テレビジョン装置１００全体を支持する
スタンド部４とを備えている。なお、リアフレーム３は、特許請求の範囲の「筐体」の一
例である。
【００２１】
　なお、以下の説明において、液晶テレビジョン装置１００を表示部１に対向する位置か
ら見て（表示面１ａに直交する方向から見て）、液晶テレビジョン装置１００の左右方向
をＸ方向（Ｘ１方向、Ｘ２方向）とする。また、液晶テレビジョン装置１００の前後方向
をＹ方向（Ｙ１方向、Ｙ２方向）とし、上下方向をＺ方向（Ｚ１方向、Ｚ２方向）とする
。
【００２２】
　前部筐体２は、樹脂により形成されている。また、前部筐体２は、表示部１を支持する
ように構成されている。また、前部筐体２には、表示部１を前方側（Ｙ１方向側）に露出
させるための開口部２ａが設けられている。
【００２３】
　リアフレーム３は、金属により形成されている。また、リアフレーム３は、表示部１の
背面側（Ｙ２方向側）に配置されている。また、リアフレーム３は、図２に示すように、
後方（Ｙ２方向）に窪む凹形状に形成されている。また、リアフレーム３は、前部筐体２
に対して組み付けられるように構成されている。
【００２４】
　また、リアフレーム３は、第１孔部３ｂと、第２孔部３ｃとを含んでいる。第１孔部３
ｂと、第２孔部３ｃとは、上下方向（Ｚ方向）における中央に、左右方向（Ｘ方向）に所
定間隔を隔てて、それぞれ２つずつ設けられている。また、第１孔部３ｂと、第２孔部３
ｃとは、１列に配置されている。第１孔部３ｂは、後述するパネルポスト９のフック形状
部９ｃ（図５参照）が係合可能に構成されている。第２孔部３ｃは、後述するパネルポス
ト９の凸形状部９ｄ（図５参照）が係合可能に構成されている。詳細については後述する
。なお、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃは、共に、特許請求の範囲の「第１係合部」の
一例である。また、パネルポスト９は、特許請求の範囲の「柱部」の一例である。また、
フック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄは、共に、特許請求の範囲の「第２係合部」の一例
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である。また、図２では、スタンド部４の図示を省略している。
【００２５】
　また、リアフレーム３には、図３および図４に示すように、カバー部３ａが設けられて
いる。カバー部３ａは、リアフレーム３に後方（Ｙ２方向）から取り付けられることによ
り、リアフレーム３に設置される電源基板や信号処理基板などの種々の基板（図示せず）
を覆うように構成されている。また、カバー部３ａは、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃ
も覆うように構成されている。
【００２６】
　また、液晶テレビジョン装置１００は、図２に示すように、前部筐体２およびリアフレ
ーム３の間（内側）に、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）基板５と
、光源部６と、反射シート７と、光学シート８と、パネルポスト９とを備えている。パネ
ルポスト９とは、主に、光学シート８を背面側（Ｙ２方向側）から支持することにより光
学シート８の撓みを抑制するための部品である。詳細については後述する。なお、反射シ
ート７は、特許請求の範囲の「反射部」および「第１反射部」の一例である。また、光学
シート８は、特許請求の範囲の「光学部」の一例である。
【００２７】
　ＬＥＤ基板５は、左右方向（Ｘ方向）に延びる細長い板状に形成されている。また、Ｌ
ＥＤ基板５は、２つ設けられている。また、２つのＬＥＤ基板５は、リアフレーム３の前
方側（Ｙ１方向側）の表面上に、上下方向（Ｚ方向）に所定間隔を隔てて並列に配置され
ている。また、ＬＥＤ基板５は、光源部６を実装可能に構成されている。
【００２８】
　光源部６は、ＬＥＤ６ａと、拡散レンズ６ｂとを含んでいる。
【００２９】
　ＬＥＤ６ａは、表示部１（図１参照）に光を照射するように構成されている。また、Ｌ
ＥＤ６ａは、２つのＬＥＤ基板５の実装面（前方の面）のそれぞれに、８個ずつ互いに間
隔を隔てて左右方向（Ｘ方向）に一列に実装されている。また、ＬＥＤ６ａは、表示部１
の背面側（Ｙ２方向側）に配置されている。したがって、液晶テレビジョン装置１００は
、いわゆる直下型照明タイプの液晶テレビジョン装置１００である。
【００３０】
　拡散レンズ６ｂは、ＬＥＤ基板５に実装されているＬＥＤ６ａの表示部１側（前方側）
を覆うように、ＬＥＤ基板５に対して接着固定されている。また、拡散レンズ６ｂは、各
ＬＥＤ６ａに対して１つずつ設けられている。また、拡散レンズ６ｂは、アクリルなどの
樹脂により構成されている。また、拡散レンズ６ｂは、表示部１に向けてＬＥＤ６ａから
の光の出射角度を広げることが可能に構成されている。
【００３１】
　反射シート７は、ＰＥＴ（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔａｌａｔｅ）な
どの樹脂により形成され、光を反射することが可能に形成されている。また、反射シート
７は、リアフレーム３と後述する拡散板８ａとの間において、リアフレーム３の表示部１
側の面に沿って配置されている。また、反射シート７は、リアフレーム３とパネルポスト
９の後述する支持部９ａとの間に配置されている。詳細には、反射シート７は、底面部７
ａと、底面部７ａの４辺を取り囲むように配置される４つの斜面部７ｂとを含んでいる。
底面部７ａは、上下方向（Ｚ方向）および左右方向（Ｘ方向）に延びる矩形形状に形成さ
れている。４つの斜面部７ｂは、それぞれ、底面部７ａの各端部から前方（Ｙ１方向）に
向けて外側に傾斜する台形状に形成されている。底面部７ａは、光源用孔部７ｃと、パネ
ルポスト用孔部７ｄおよび７ｅとを有している。
【００３２】
　反射シート７は、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、支持部９ａ（先端部
９ｅ）と光学シート８とが接触する領域の全域と重なるように配置されている。また、反
射シート７は、光源部６からの光を反射するように構成されている。また、反射シート７
は、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、本体部９ａの全域と重なるように配
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置されている。したがって、反射シート７は、図６において、矩形状で示される本体部９
ａの全域に配置されている。なお、反射シート７は、少なくとも、表示面１ａに直交する
方向（Ｙ方向）から見て、本体部９ａ全域に対して、本体部９ａと重なる領域の占める割
合が８０％以上となるように配置されている。
【００３３】
　光源用孔部７ｃは、底面部７ａの光源部６（ＬＥＤ６ａおよび拡散レンズ６ｂ）の各配
置位置に対応する位置に計１６個設けられている。この光源用孔部７ｃによって、図３に
示すように、反射シート７は、リアフレーム３にＬＥＤ基板５を取り付けた状態で、反射
シート７よりも表示部１側（前方側）に光源部６（ＬＥＤ６ａおよび拡散レンズ６ｂ）を
配置（露出）可能に構成されている。
【００３４】
　パネルポスト用孔部７ｄおよび７ｅは、図２に示すように、底面部７ａの上下方向（Ｚ
方向）における中央に、左右方向（Ｘ方向）に所定間隔を隔てて、それぞれ２つずつ設け
られている。パネルポスト用孔部７ｄおよび７ｅは、それぞれ、パネルポスト９の後述す
るフック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄを後方（Ｙ２方向）に貫通させることが可能に形
成されている。なお、パネルポスト用孔部７ｄおよび７ｅは、それぞれ、リアフレーム３
の第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃと重なる位置（同軸上）に設けられている。
【００３５】
　光学シート８は、拡散板８ａと、偏光フィルタ８ｂとを含んでいる。光学シート８は、
反射シート７の底面部７ａに対して平行に配置されている。
【００３６】
　拡散板８ａは、樹脂等により形成されている。また、拡散板８ａは、矩形の平板形状に
形成されている。また、拡散板８ａは、表示部１と光源部６との間に配置されており、光
源部６からの光を拡散するように構成されている。
【００３７】
　偏光フィルタ８ｂは、拡散板８ａと略同じ大きさの矩形の平板形状に形成されている。
また、偏光フィルタ８ｂは、拡散板８ａに対して平行に配置されている。また、偏光フィ
ルタ８ｂは、拡散板８ａと表示部１との間に配置されており、拡散板８ａを透過した光の
偏光方向を揃えて表示部１へ出射するように構成されている。
【００３８】
　（パネルポストの構成）
　パネルポスト９は、図３に示すように、光源部６と離間して配置されている。また、パ
ネルポスト９は、透光性を有する樹脂材料により形成されている。具体的には、パネルポ
スト９は、支持部９ａと、突出部９ｂと、フック形状部９ｃと、凸形状部９ｄとを含んで
いる。なお、支持部９ａは、特許請求の範囲の「本体部」の一例である。
【００３９】
　支持部９ａは、前方（Ｙ１方向）に鋭角の先端部９ｅを有し、前後方向（Ｙ方向）に延
びるように形成されている。また、支持部９ａは、上下方向（Ｚ方向）を厚み方向とする
五角形の平板形状に形成されている。また、支持部９ａは、先端部９ｅを光学シート８の
後方側（Ｙ２方向側）から光学シート８に接触させることにより、光学シート８を支持す
るように構成されている。また、支持部９ａは、リアフレーム３から光学シート８側（表
示部１側）に突出している。また、支持部９ａは、透光性を有している。
【００４０】
　なお、反射シート７は、表示部１の表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、少
なくとも、支持部９ａと重なるように配置されている。詳細には、図６に示すように、支
持部９ａは、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、矩形状として視認される。
そして、図５に示すように、反射シート７は、この矩形状の支持部９ａに対応する領域に
少なくとも配置されている。これにより、反射シート７は、光源部６からの光を表示部１
側に反射可能に構成されている。
【００４１】
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　突出部９ｂは、図６に示すように、支持部９ａの下部（後方の端部）からフランジ状に
外側（支持部９ａから表示部１の表示面１ａと平行な方向）に突出するように形成されて
いる。詳細には、突出部９ｂは、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、左右方
向（Ｘ方向）を長手方向とする略長円状の平板形状に形成されている。また、突出部９ｂ
は、上下方向（Ｚ方向）および左右方向（Ｘ方向）に延びている。すなわち、突出部９ｂ
は、光学シート８およびリアフレーム３の底面部７ａに対して平行である。また、支持部
９ａは、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、突出部９ｂの略中央に配置され
ている。また、突出部９ｂは、リアフレーム３との間で反射シート７を挟み込むことによ
り、反射シート７がたるむのを抑制するように構成されている。
【００４２】
　また、図５および図６に示すように、フック形状部９ｃと、凸形状部９ｄとは、支持部
９ａを挟むように支持部９ａの両側に設けられている。詳細には、フック形状部９ｃは、
支持部９ａの左方向側（Ｘ１方向側）に設けられている。また、凸形状部９ｄは、支持部
９ａの右方向側（Ｘ２方向側）に設けられている。また、フック形状部９ｃおよび凸形状
部９ｄと、支持部９ａとは、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、互いに重な
らないようにずれて配置されている。また、図５に示すように、フック形状部９ｃおよび
凸形状部９ｄがそれぞれ係合するリアフレーム３の第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃと、
支持部９ａとは、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、互いに略重ならないよ
うにずれて配置されている。
【００４３】
　フック形状部９ｃは、突出部９ｂの後方側（Ｙ２方向側）の面に設けられている。フッ
ク形状部９ｃは、後方（Ｙ２方向）から見て、左右方向（Ｘ方向）が長手方向となるよう
に形成されている。また、フック形状部９ｃは、図６に示すように、表示面１ａに直交す
る方向（Ｙ方向）から見て、短手方向（Ｚ方向）の中心が、支持部９ａの短手方向（Ｚ方
向）を２等分する中心線α１と重なる位置に配置されている。また、フック形状部９ｃは
、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、フック形状部９ｃの長手方向（Ｘ方向
）を２等分する中心線α２が、支持部９ａと重ならない位置に配置されている。また、フ
ック形状部９ｃは、図３に示すように、リアフレーム３の第１孔部３ｂに係合することに
より、リアフレーム３に対する支持部９ａの前後方向（Ｙ方向）の移動を規制するように
構成されている。
【００４４】
　フック形状部９ｃと突出部９ｂとの接続部分９０ａ（図５参照）は、表示面１ａに直交
する方向（Ｙ方向）から見て、支持部９ａと重ならないように配置されている。また、凸
形状部９ｄと突出部９ｂとの接続部分９０ｂ（図５参照）は、表示面１ａに直交する方向
（Ｙ方向）から見て、支持部９ａと重ならないように配置されている。
【００４５】
　凸形状部９ｄは、突出部９ｂの後方側（Ｙ２方向側）の面に設けられている。また、凸
形状部９ｄは、図６に示すように、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、上下
方向（Ｚ方向）の中心線が、支持部９ａの短手方向（Ｚ方向）を２等分する中心線α１と
重なる位置に配置されている。また、凸形状部９ｄは、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方
向）から見て、凸形状部９ｄのＸ方向の中心線α３が、支持部９ａと重ならない位置に配
置されている。また、図３に示すように、フック形状部９ｃがリアフレーム３の第１孔部
３ｂに係合した状態で、凸形状部９ｄは、リアフレーム３の第２孔部３ｃに係合すること
により、リアフレーム３に対する支持部９ａの回転方向の位置を決めるように構成されて
いる。なお、第１孔部３ｂと、第２孔部３ｃとの中心間の距離は、中心線α２と中心線α
３との間の距離（図６参照）に略等しい。また、図５に示すように、第１孔部３ｂと、第
２孔部３ｃとの間の距離Ｄは、支持部９ａの左右方向（Ｘ方向）の幅Ｗよりも大きい。
【００４６】
　（パネルポストの内側の光の経路）
　次に、図７を参照して、パネルポスト９の内側に侵入した光の経路について説明する。
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【００４７】
　支持部９ａ（パネルポスト９）の内側に侵入した光は、支持部９ａの表面で反射しなが
ら前方（Ｙ１方向）に向かう光と、後方（Ｙ２方向）に向かう光とに分けられる。そして
、後方（Ｙ２方向）に向かう光は、リアフレーム３に沿って配置される反射シート７によ
って、前方（Ｙ１方向）に反射される。そして、前方（Ｙ１方向）に反射された光は、パ
ネルポスト９の先端部９ｅ近傍からパネルポスト９の外側に出射され、光学シート８を介
して表示部１に照射される。なお、後方（Ｙ２方向）に向かう光は、表示面１ａに直交す
る方向（Ｙ方向）から見て、パネルポスト９の支持部９ａと、パネルポスト９の支持部９
ａのフック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄとが、互いに重ならないようにずれて配置され
ていることから、リアフレーム３の第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃを通過することなく
（略なく）、前方（Ｙ１方向）に反射される。
【００４８】
　（第１実施形態の効果）
　第１実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００４９】
　第１実施形態では、上記のように、リアフレーム３に第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃ
を設け、パネルポスト９に支持部９ａと、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃにそれぞれ係
合するフック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄとを設け、フック形状部９ｃおよび凸形状部
９ｄと突出部９ｂとの接続部分９０ａおよび９０ｂが、表示面１ａに直交する方向から見
て、支持部９ａと重ならないように配置する。これにより、表示面１ａに直交する方向か
ら見て、支持部９ａと接続部分９０ａおよび９０ｂとが重なるように配置されている場合
と比べて、支持部９ａのリアフレーム３側の端部とフック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄ
とが離間して配置されるので、支持部９ａからフック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄに光
が侵入しにくくなり、リアフレーム３からの光漏れなどを抑制することができるとともに
、リアフレーム３側でパネルポスト９の先端部９ｅ側に向けて反射される光量を増加させ
ることができる。その結果、リアフレーム３の表示面１ａと異なる面側（背面側）に光源
部６からの光が漏れることに起因して、パネルポスト９の先端部９ｅ近傍において表示部
１に生じる影を抑制することができる。
【００５０】
　また、第１実施形態では、上記のように、リアフレーム３と支持部９ａとの間に配置さ
れるとともに、表示面１ａに直交する方向から見て、支持部９ａと光学シート８とが接触
する領域の全域と重なるように配置され、光源部６からの光を反射可能に構成された反射
シート７をさらに設ける。これにより、反射シート７が、支持部９ａと光学シート８とが
接触する領域の全域と重なるように配置されるので、反射シート７により、効果的に光学
シート８側からの光を反射することができる。
【００５１】
　また、第１実施形態では、上記のように、反射シート７は、表示面１ａに直交する方向
から見て、支持部９ａの全域と重なるように配置されている。これにより、表示面１ａに
直交する方向から見て、支持部９ａ全域に対して、反射シート７が支持部９ａの全域と重
なるように配置されているので、反射シート７により、効果的に光学シート８側からの光
を反射することができる。
【００５２】
　第１実施形態では、上記のように、フック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄを、支持部９
ａを挟むように支持部９ａの両側に設ける。これにより、支持部９ａの両側において、フ
ック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄが、それぞれ、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃに係
合される（パネルポスト９がリアフレーム３に取り付けられる）ので、支持部９ａに対し
て、フック形状部９ｃ、凸形状部９ｄ、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃをずらして配置
した場合でも、パネルポスト９をリアフレーム３に安定した状態で取り付けることができ
る。
【００５３】
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　［第２実施形態］
　次に、図１および図８を参照して、第２実施形態について説明する。この第２実施形態
では、反射シート７に対して平行に配置されたリアフレーム３の孔部（第１孔部３ｂおよ
び第２孔部３ｃ）に、パネルポスト９を係合させた上記第１実施形態と異なり、反射シー
ト７を貫通したリアフレーム２０３の切り起こし部２０３ｆに、パネルポスト２０９を係
合させる例について説明する。なお、上記第１実施形態と同様の構成は、第１実施形態と
同じ符号を付して図示するとともに説明を省略する。なお、リアフレーム２０３は、特許
請求の範囲の「筐体」の一例である。また、パネルポスト２０９は、特許請求の範囲の「
柱部」の一例である。
【００５４】
　（リアフレームおよびパネルポストの構成）
　図８に示すように、第２実施形態による液晶テレビジョン装置２００（図１参照）では
、リアフレーム２０３には、反射シート７を前方（Ｙ１方向）に貫通して表示部１側に突
出する一対の切り起こし部２０３ｆが形成されている。また、パネルポスト２０９には、
光学シート８と平行な方向（Ｘ１方向およびＸ２方向）に突出する一対の係合突起部２０
９ｆが形成されている。なお、液晶テレビジョン装置２００は、特許請求の範囲の「表示
装置」の一例である。また、切り起こし部２０３ｆは、特許請求の範囲の「第１係合部」
の一例である。また、係合突起部２０９ｆは、特許請求の範囲の「第２係合部」の一例で
ある。
【００５５】
　切り起こし部２０３ｆは、リアフレーム２０３に対する切り起こし加工により形成され
ている。また、切り起こし部２０３ｆは、前後方向（Ｙ方向）および上下方向（Ｚ方向）
に延びる矩形の平板形状を有している。また、一対の切り起こし部２０３ｆは、左右方向
（Ｘ方向）に所定間隔を隔てて配置されている。なお、所定間隔とは、パネルポスト２０
９の突出部９ｂの左右方向（Ｘ方向）の長さよりも僅かに大きい間隔である。また、切り
起こし部２０３ｆは、厚み方向（Ｘ方向）に貫通する孔部２０３ｇを有している。
【００５６】
　一対の係合突起部２０９ｆは、それぞれ、突出部９ｂのＸ１方向の端部およびＸ２方向
の端部に設けられている。また、係合突起部２０９ｆは、上下方向に延びる三角柱形状に
形成されている。また、一対の係合突起部２０９ｆは、一対の孔部２０３ｇ（切り起こし
部２０３ｆ）に係合することにより、パネルポスト２０９をリアフレーム２０３に取り付
けることが可能に構成されている。また、一対の係合突起部２０９ｆと突出部９ｂとの接
続部分２９０は、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、支持部９ａと重ならな
いように配置されている。
【００５７】
　第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００５８】
　（第２実施形態の効果）
　第２実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００５９】
　第２実施形態では、上記第１実施形態と同様に、リアフレーム２０３に切り起こし部２
０３ｆを設け、パネルポスト２０９に支持部９ａと、切り起こし部２０３ｆにそれぞれ係
合する係合突起部２０９ｆとを設け、係合突起部２０９ｆと突出部９ｂとの接続部分２９
０が、表示面１ａに直交する方向から見て、支持部９ａと重ならないように配置する。こ
れにより、リアフレーム２０３の表示面１ａと異なる面側（背面側）に光源部６からの光
が漏れることに起因して、パネルポスト２０９の先端部９ｅ近傍において表示部１に生じ
る影を抑制することができる。
【００６０】
　また、第２実施形態では、上記のように、切り起こし部２０３ｆは、反射シート７を貫
通して表示部１側に突出するように形成され、係合突起部２０９ｆは、光学シート８と平
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行な方向に突出するように形成されている。これにより、リアフレーム２０３が金属板で
ある場合には、切り起こし加工により切り起こし部２０３ｆを容易に形成することができ
る。また、係合突起部２０９ｆを表示面１ａと異なる面側（背面側）に貫通する孔部に係
合させる場合と比べて、リアフレーム２０３の背面側に光源部６からの光が漏れることを
抑制することができるので、パネルポスト２０９の先端部９ｅ近傍において表示部１に生
じる影を一層抑制することができる。
【００６１】
　［第３実施形態］
　次に、図１および図９を参照して、第３実施形態について説明する。この第３実施形態
では、パネルポスト９の支持部９ａの後方（Ｙ２方向）に、反射シート７を配置した上記
第１実施形態と異なり、パネルポスト９の支持部９ａの後方（Ｙ２方向）に、反射シート
７ではなく、パネルポスト用反射シート３０７を配置する例について説明する。なお、上
記第１実施形態と同様の構成は、第１実施形態と同じ符号を付して図示するとともに説明
を省略する。また、パネルポスト用反射シート３０７は、特許請求の範囲の「第２反射部
」の一例である。
【００６２】
　（パネルポスト用反射シートの構成）
　図９に示すように、第３実施形態による液晶テレビジョン装置３００（図１参照）は、
表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、支持部９ａの全域と重なるように配置さ
れるパネルポスト用反射シート３０７を含んでいる。このパネルポスト用反射シート３０
７は、リアフレーム３と、支持部９ａ（突出部９ｂ）との間に配置されている。また、パ
ネルポスト用反射シート３０７は、反射シート７よりも高い光の反射率を有している。な
お、液晶テレビジョン装置３００は、特許請求の範囲の「表示装置」の一例である。
【００６３】
　パネルポスト用反射シート３０７は、表示面１ａに直交する方向（Ｙ方向）から見て、
支持部９ａ（先端部９ｅ）と光学シート８とが接触する領域の略全域と重なるように配置
されている。また、パネルポスト用反射シート３０７は、光源部６からの光を反射するよ
うに構成されている。また、パネルポスト用反射シート３０７は、表示面１ａに直交する
方向（Ｙ方向）から見て、本体部９ａの略全域と重なるように配置されている。つまり、
パネルポスト用反射シート３０７は、少なくとも、表示面１ａに直交する方向から見て、
本体部９ａ全域に対して、本体部９ａと重なる領域の占める割合が８０％以上となるよう
に配置されている。
【００６４】
　第３実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００６５】
　（第３実施形態の効果）
　第３実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００６６】
　第３実施形態では、上記第１実施形態と同様に、リアフレーム３に第１孔部３ｂおよび
第２孔部３ｃを設け、パネルポスト９に支持部９ａと、第１孔部３ｂおよび第２孔部３ｃ
にそれぞれ係合するフック形状部９ｃおよび凸形状部９ｄとを設け、フック形状部９ｃお
よび凸形状部９ｄと突出部９ｂとの接続部分９０ａおよび９０ｂが、表示面１ａに直交す
る方向から見て、支持部９ａと略重ならないように配置する。これにより、リアフレーム
３の表示面１ａと異なる面側（背面側）に光源部６からの光が漏れることに起因して、パ
ネルポスト９の先端部９ｅ近傍において表示部１に生じる影を抑制することができる。
【００６７】
　また、第３実施形態では、上記のように、リアフレーム３の表示部１側の面に沿って配
置される反射シート７と、リアフレーム３と支持部９ａとの間に配置されるとともに、表
示面１ａに直交する方向から見て、支持部９ａの全域と重なるように配置され、反射シー
ト７よりも高い光の反射率を有するパネルポスト用反射シート３０７とを設ける。これに
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より、表示面１ａに直交する方向から見て、支持部９ａの略全域と重なるように反射シー
ト７を配置する場合と比べて、反射率の高いパネルポスト用反射シート３０７により、よ
り多くの光を表示部１側に反射することができるので、パネルポスト９の先端部９ｅ近傍
において表示部１に生じる影を一層抑制することができる。
【００６８】
　［変形例］
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更（
変形例）が含まれる。
【００６９】
　たとえば、上記第１～第３実施形態では、本発明の表示装置として、液晶テレビジョン
装置を用いる例を示したが、本発明はこれに限らない。本発明では、表示装置として液晶
テレビジョン装置以外を用いてもよい。たとえば、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕ
ｔｅｒ）用の表示装置などの一般的な表示装置に用いてもよい。
【００７０】
　また、上記第１～第３実施形態では、フック形状部を、左右方向に延びるように配置し
た例を示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、例えば、図１０に示す第１変
形例のパネルポスト４０９のように、フック形状部４０９ｃを、上下方向（Ｚ方向）に延
びるように配置してもよい。なお、パネルポスト４０９は、特許請求の範囲の「柱部」の
一例である。また、フック部４０９ｆは、特許請求の範囲の「第２係合部」の一例である
。
【００７１】
　また、上記第１～第３実施形態では、フック形状部および凸形状部を、それぞれ、支持
部の左右方向側に配置した例を示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、例え
ば、図１１に示す第２変形例のパネルポスト５０９のように、支持部９ａの上下方向側（
Ｚ方向側）に、フック形状部５０９ｃおよび凸形状部５０９ｄを配置してもよい。なお、
パネルポスト５０９は、特許請求の範囲の「柱部」の一例である。また、フック部５０９
ｆは、特許請求の範囲の「第２係合部」の一例である。
【００７２】
　また、上記第１実施形態では、フック形状部および凸形状部により、パネルポストをリ
アフレームに取り付けた例を示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、例えば
、図１２に示す第３変形例のパネルポスト６０９のように、突出部９ｂの左右方向（Ｘ方
向）の端部から後方（Ｙ２方向）に突出するように設けられた一対のフック部６０９ｆ（
図１２ではＸ１方向側のみ図示）と、リアフレーム６０３に設けられた矩形状の一対の孔
部６０３ｃとにより、パネルポスト６０９をリアフレーム６０３に取り付けてもよい。な
お、パネルポスト６０９は、特許請求の範囲の「柱部」の一例である。また、フック部６
０９ｆは、特許請求の範囲の「第２係合部」の一例である。また、リアフレーム６０３は
、特許請求の範囲の「筐体」の一例である。
【００７３】
　また、上記第３実施形態では、本発明の第２反射部をパネルポスト用反射シートとした
例を示したが、本発明はこれに限られない。本発明は、本発明の第２反射部をパネルポス
ト用反射シート以外の光を反射可能な塗料や鏡面加工を施した板状の部品としてもよい。
【００７４】
　また、上記第３実施形態では、表示面に直交する方向から見て、支持部と重なる領域の
みにパネルポスト用反射シートを配置した例を示したが、本発明はこれに限られない。本
発明は、表示面に直交する方向から見て、支持部および突出部と重なる領域にパネルポス
ト用反射シートを配置してもよい。
【００７５】
　また、上記第１～第３実施形態では、本発明の光源として、ＬＥＤを用いる例を示した
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よい。
【００７６】
　また、上記第１～第３実施形態では、ＬＥＤが実装されている基板を並列的にリアフレ
ームに配置するように構成する例を示したが、本発明はこれに限られない。本発明は、Ｌ
ＥＤが実装されている基板を並列的配置以外の態様で配置するように構成してもよい。た
とえば、ＬＥＤが実装されている基板を、Ｘ形状を有するように配置してもよいし、ラン
ダムに配置してもよい。
【００７７】
　また、上記第１～第３実施形態では、パネルポストを２つ設けた例を示したが、本発明
はこれに限られない。本発明は、パネルポストを１つまたは３つ以上設けてもよい。
【００７８】
　また、上記第１～第３実施形態では、表示面に直交する方向（Ｙ方向）から見て、パネ
ルポストの支持部が矩形状、突出部が長円状となるように構成した例を示したが、本発明
はこれに限られない。本発明は、図１３に示す第４変形例のパネルポスト７０９ように、
表示面に直交する方向から見て、支持部７０９ａおよび突出部７０９ｂが、円形状となる
ように構成してもよい。なお、パネルポスト７０９は、特許請求の範囲の「柱部」の一例
である。また、支持部７０９ａは、特許請求の範囲の「本体部」の一例である。
【００７９】
　また、上記第１～第３実施形態では、表示面に直交する方向（Ｙ方向）から見て、本発
明の第２係合部である凸形状、フック形状部または係合突起部と、支持部とが重ならない
例を示したが、本発明はこれに限られない。本発明は、たとえば、図１４に示す第５変形
例のパネルポスト８０９のように、表示面に直交する方向（Ｙ方向）から見て、フック部
８０９ｆと、支持部９ａとが重なるように構成してもよい。なお、パネルポスト８０９は
、特許請求の範囲の「柱部」の一例である。また、フック部８０９ｆは、特許請求の範囲
の「第２係合部」の一例である。
【符号の説明】
【００８０】
　１　表示部
　１ａ　表示面
　３、２０３、６０３　リアフレーム（筺体）
　３ｂ　第１孔部（第１係合部）
　３ｃ　第２孔部（第１係合部）
　６　光源部
　７　反射シート（第１反射部、反射部）
　８　光学シート（光学部）
　９、２０９、４０９、５０９、６０９、７０９、８０９　パネルポスト（柱部）
　９ａ、７０９ａ　支持部（本体部）
　９ｂ、７０９ｂ　突出部
　９ｃ、４０９ｃ、５０９ｃ　フック形状部（第２係合部）
　９ｄ、５０９ｄ　凸形状部（第２係合部）
　９０ａ、９０ｂ、２９０　接続部分
　１００、２００、３００　液晶テレビジョン装置（表示装置）
　２０３ｆ　切り起こし部（第１係合部）
　２０９ｆ　係合突起部（第２係合部）
　３０７　パネルポスト用反射シート（第２反射部、反射部）
　６０３ｃ　孔部（第１係合部）
　６０９ｆ、８０９ｆ　フック部（第２係合部）
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